
平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容 平成25年8月4日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 桑名市

対談項目１

広域避難施設の
建設について

地震・台風などの災害時に桑名市内だけ
の避難ではなく、愛知県や岐阜県を含め
た近隣市町からの広域的な避難者を収容
する施設が必要と考えているが、整備に
ついての考え方を伺いたい。

また、愛知県、岐阜県を含めた３県で広
域避難について、話を進めてほしい。

平成２４年8月に「三重県市町災害時応援
協定」の改定を行い、避難所の提供につ
いて県が市町間の調整を行うことした。
本年度の「県と市町における災害時広域
支援体制構築連携会議」において、「広
域避難」のあり方に関する具体的な検討
を進めることとしています。この検討の
中で、広域避難施設が必要となった場合
は、次のステップとして、その建設費用
の分担等について、検討していくことに
なると考えています。
東海３県１市の知事市長会議の場（９
月）で、県境部を超える広域避難につい
て、全体の協議課題にできるかどうか分
かりませんが、問題提起したいと思いま
す。
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対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

2 桑名市

対談項目２

社会福祉士等専
門職配置にかかる
人件費補助につい
て

平成２１年４月から「子ども総合相談セ
ンター」を開設し、悩みの相談活動の充
実に努めているが、相談件数は年々増加
傾向にあり、特に児童虐待に関する相談
は飛躍的に増え続けている。現在、職員
を８名配置しているが、加えて、社会福
祉士を配置していきたい。そういう方を
採用する際の人件費の補助的な考え方が
県にないのかお伺いしたい。

平成１７年に児童福祉法が改正され、児
童虐待に関する相談業務は基本的に市町
で行うこととなっており、法律に定めら
れている相談業務をやる市町の体制を強
化するのは、国一律の課題であり、市町
の職員の人件費を４７都道府県の判断で
出すというよりは、国がしっかりと確保
していくということが筋だと、法律権限
上も思っているので、そういう考えで国
に要望をしている。
一方で、質的向上や連携強化について
は、県もしっかり汗をかいていきたいと
考えている。
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対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

3 桑名市

対談項目３

市立小・中学校悠
分校の県立への移
管について

小・中学校悠分校は、桑名市立となって
いるが、あすなろ分校が県立に移管され
ると伺って、悠分校も桑名特別支援学校
の分校という形で県立に移管していただ
けないか。
桑名に原籍校がある子は１名で、県外か
ら来られている子が非常に多いので、県
立でも国立でも良いのではないかという
ぐらいの考え方でいるので、ぜひともご
検討いただきたい。

あすなろ分校については、高度な医療行
為を必要とすることから、入院する児童
生徒は、学校教育法上、特別支援学校で
対応すべき「病弱者」であること、ま
た、小中学校等の発達障がい児への指導
における相談や研修等に対応するセン
ター的機能を担っていきたいという部分
があって、県立とすることが適切と判断
した。悠分校については、一応学校教育
法上の特別支援学級で対応する「情緒障
がい」の児童生徒を対象としているの
で、現状の枠組みの中で支援を厚くして
いこうというのが県の考え方であります
が、実態上は、線引ができない部分もあ
ると承知しており、理解していただきに
くい課題なので、引き続き、加配など人
的支援を続けながら情報共有を行い、今
後のあり方を協議していきたい。

3／5



平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容 平成25年8月4日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

4 桑名市

対談項目４

伊勢大橋架替事
業の促進について

国道１号「伊勢大橋」は完成から約80年
が経過し、通行に不安を感じています。
今回の国の予算を１２億円ほど付けてい
ただき、市民としては、本当に悲願の予
算が付いたと思っています。これから
様々な補償の調整等もあるが、我々も全
面的にサポートして取り組んでいくの
で、伊勢大橋架け替えの早期完成に向け
た支援を要望します。

国道１号は、桑名市さんも県も国交省へ
一所懸命要望してきた結果、事業費が２
５年度１２億円となり、１つの端緒が開
いたので、引き続き、今後もあらゆる機
会をとらえて、国に強く働きかけていき
ます。

5 桑名市

対談項目５

道路ネットワーク
の整備について

県道御衣野下野代線
について

トヨタ車体、富士通など企業のルートと
して、国道２５８号へ出るための重要な
路線である「県道御衣野下野代線」につ
いて、ルート変更も含めて抜本的に見直
して早急に整備に取り組んでいただきた
い。
養老鉄道を高架にするという話をしてき
たが、今３０分に１本から４０分に１本
になってしまっていて、高架にしなくて
も、踏切信号のようなものにした方が利
便性も高いし、費用的にも大分収まると
いう気がしているので、建設事務所と話
をしていきたいと思っています。

四日市多度線（力尾地内）、桑部橋南詰
交差点など、現在事業着手している箇所
の進捗状況を勘案しながら、御衣野下野
代線については、優先順位やルート変更
など協議・調整していきたい。
建設事務所にご要望をいただいている中
で、市におけるプライオリティは最も重
要な点であるので、建設事務所と議論を
していただければと思います。
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